
。
じ 夕、、

~、

広報 7 if¥) グミミP

主な内容

市長、市議会議長の新年ごあいさ

イノシシ年生まれです よろしく/・ e

北陸新幹線環境;~~~:!評価報告占案公表される

一.2ページ
. 3~5 ページ

6・7ページ
わがまち上回⑤ 出士山

1IZ:)j.:}器具の取り扱いは安全に

お知らせ

おくやみ・

8ページ

9ページ

10・11ページ

12ページ

昭和58年1月1日

第 878号

編集

電話

印刷

市民の動き

( 12月1日現在)

総人口 113，990人 (+ 77) 

男 55，444人(十 45)

女 58，546人(+32) 

世帯干数 34，853世帯 (+ 461 

( )内は前月比です
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市
民
の
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
奮
を
迎
、
ぇ
、
皆
保
の
御

健
勝
を
心
か
ら
お
祝
い
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
一
平
栄
市
政
に
対
す
る
御
支
援

を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
上
田
市
長
期
基
本
構
怨
に

え

新
春
を
迎
え
て

計
画
き
れ
た
諸
事
業
も
順
調
に
進
み
、

将
来
の
飛
躍
す
る
上
回
市
が
見
、
え
は
じ

め
た
と
き
に
石
井
市
長
が
急
逝
さ
れ
、

上
田
市
発
展
の
尊
い
い
し
ず
え
に
な
ら

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
石
井
市
長
亡
き

あ
と
、
私
は
、
は
か
ら
ず
も
多
く
の
皆

様
の
御
支
媛
を
い
た
だ
き
市
政
を
但
当

上
田
市
長
永

野

裕

貞

世
界
的
な
不
況
の
彬
響
も
あ
っ
て
、
諸

外
国
と
の
貿
易
・
防
衛
摩
擦
が
顕
在
化

し
て
き
て
い
る
な
ど
復
維
な
情
勢
の
も

と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
圏
内
に
お
い
て

は
国
を
あ
げ
て
の
行
政
改
革
と
財
政

再
建
が
、
緊
急
の
課
題
と
し
て
政
治
日

程
に
の
ぼ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
内
外
の
情
勢
下
に
あ
り
ま

し
て
、

地
方
自
治
体
の
行
財
政
は
、
そ

の
根
幹
を
揺
る
が
す
よ
う
な
状
況
に
置

か
れ
て
い
ま
す
が
、
行
政
経
費
の
徹
底

し
た
節
減
合
理
化
を
は
か
り
、
英
知
を

し
ぼ
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
切
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
は
あ

り
ま
す
が
、
今
年
は
上
回
築
城
四
百
年

の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、
そ
の
記

念
行
事
を
は
じ
め
交
通
渋
滞
解
消
の
た

め
の
交
通
網
の
盤
備
、
南
小
学
校
、
中

央
公
民
館
・
文
化
会
館
及
び
身
体
障
害

者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
ご
み
処
理

施
設
の
改
造
着
手
に
加
、
ぇ
、
工
業
団
地

の
造
成
な
ど
数
多
く
の
事
業
を
手
が
け
、

活
力
あ
る
市
政
の
進
展
と
個
性
豊
か
な

魅
力
あ
る
ま
ち
と
す
る
た
め
、
最
善
の

努
力
を
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
で
も
、
市
政
に
対
し
て
倍
旧
の
御
理

解
と
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
御

多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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昭
和
五
十
八
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

上
回
市
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
謹

ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ

ま
す
。こ
こ
に
希
望
あ
ふ
れ
た
新
春
を
迎
え

る
に
弘
山
た
nF、
出
直
ロ
同
僚
七
H
H

の
加
問
諸
問
百
個
ト
』
制
岬

す

す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
就
任
二

年
目
を
迎
、
ぇ
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
に

こ
た
え
る
べ
く
心
を
新
た
に
し
て
お
り

ま
す
。き
て
今
年
を
展
望
し
ま
す
と
、
国
際

社
会
に
あ
っ
て
は
、
日
本
の
相
僅
的
役

割
へ
の
期
待
が
強
ま
っ
て
い
る
反
面
、

年
頭
に
あ
た

と
と
も
に
、
平
素
市
政
に
対
し
格
別
の

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。過
ぎ
行
く
年
を
送
り
新
し
い
年
を
迎

え
7
Q

の
は
、
J

泊
測
な
中
流
れ
の
ふ
人
河
の
ほ

っ
て

上
田
市
議
会
議
長

松

野

量

平

一
方
、
国
内
に
お
い
て
は
、
国
政
担

当
者
の
交
替
、
行
政
改
革
の
推
進
と
、

ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
た
財
政
再
建

の
問
題
な
ど
の
命
題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
上
田
市
と
し
て
は
、
御
承

知
の
ご
と
く
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
石

井
市
長
の
急
逝
、
度
重
な
る
台
風
災
害

の
発
生
な
ど
、
ま
こ
と
に
激
動
の
年
で

ご
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
内
外
の
情
勢
下
に
お
い

て
当
市
と
し
て
は
、
今
後
交
通
問
題

を
は
じ
め
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
の
社

会
福
祉
制
度
内
充
実
、
行
財
政
の
見
貞

し
な
ど
、
ま
こ
と
に
容
易
な
ら
さ
る
権

問
が
山
積
さ
れ
て
お
り
ま
す
加
え
て

特
に
、
過
ぎ
し
昨
年
は
、
極
め
て
多
端

な
年
で
あ
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
国
際

的
に
は
、
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
紛
争
を

は
じ
め
中
東
の
問
題
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
経
済
的
に
は
、
激
化
す
る
貿
易
摩

僚
の
問
題
、
通
貨
不
安
に
も
現
れ
た
世

議
会
も
こ
れ
ら
難
問
に
住
民
の
皆
様
の

英
知
を
く
み
と
り
、
上
田
市
発
展
の
た

め
の
努
力
を
い
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
民
主
主
義
社
会
に
お
い
て
、
特

に
、
政
治
や
行
政
に
携
わ
る
も
の
は
、

常
に
住
民
の
意
思
を
尊
重
す
る
厳
し
い

反
省
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
自

覚
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
、
市
政
に
対
し
倍
旧

の
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
皆
様
方

の
御
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
姐
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

堀
内
謙
三
郎
さ
ん

うです。今i
由に採らせ J

t福な年でし(

ことができ j
寸 。 t
年寄りにはも

iから小牧橋}
L りです 。 ~
iγyこのすばら 5
1で打見て i

手守で長生き t 
ミわ っていく
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イノシシ年生まれの各層から 7人の代表の新春を迎え、

次のニとをおたずねしました。

①今年の抱負をお聞かせくだきい。

②昨年は、どんな年でしたか。

③上田のまちをどう思いますか。

④最近、感じていることはなんですか。

⑤今後、何か挑戦してみたいことがありましたらa...一。

皆さんに、

は
じ
め
中
東
の
問
題
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
経
済
的
に
は
、
激
化
す
る
貿
易
摩

僚
の
問
題
、
通
貨
不
安
に
も
現
れ
た
世

界
的
介
。
不
況
を
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

a
i
:
C

4

6

在
世
庫
若
手
初
勘
九
時

L
」
十
，
ま
し
て

会
福
祉
制
度
の
充
実
、
行
財
政
の
見
直
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

し
な
ど
、
ま
こ
と
に
容
易
な
ら
ざ
る
難

問
が
山
積
き
れ
て
お
り
ま
す
。
加
、
え
て
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J圃圃・・・・監z・・・・・E牧 れ tL4 1 J一-EE--) j
J 
{① こんなに長生きができて 夢のよ うです今i
} 後も達者で家族に世話をかけず、 自由に暮らせ(

J るよう心がけたいと思います。 1 
4 ② 病気一つせず、楽しく暮らせた幸福な年でし i
i た。これも、無料で医者にかかれることがて。き j
k るためだと、ありがたく思っています。 ( 

J ③ 日1日とまちの様子が変わって、年寄りには i
{ 何が何だかわかりません。家の近くから小牧橋}

1 の工事が見えますが、ただ熊くばかりです。 J
} ④ 宇宙で何日間も暮らせるなど、科学のすばら i
{ しい発達や衣食住め変化な ど、まるで引見て)

i 暮らしているようです。 J
j ⑤ この世に生まれて桁こからには達者て長生?(
{ をし、世界、地球七そして宇宙が変わっていt)
j 様子を見たいと号、います。!

J 
~ ! 

- ~<町6増""，匂====='"匂t匂岳、コ==='"匂昌司C勺 4句品目“司ーv
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J A色~ '"，" c...4 年三 J
J .....41盤底連幽~ 大生 c¥ J 

i圃画監5薗邑 fiん j
J ・圃圃圃圃臨調圃圃圃-- '-ー__.- J 
J J 
{ ① 体に気を付けて健康に暮らしたい。老人福祉(

} センターが新しくなって、昨年は週3回ほど利}

J 用させていただきましたが、今年も利用して皆 J
J さんとお話しをしたい J 
{②健康で過ごせました。末広町の老人会で春 i
J は鹿教湯温泉、秋は上山田温泉へ行きました。 J
J 年をとると温泉へ行くのが楽しみです。 J
{ ③ 71年間ずっと上回で暮らしてきましたが、と { 

} てもいいまちだと思います。まちの様子は昔と } 

J ずいぶん変わりました。松尾町の通りなど昔は J
J 狭いものでした。 J

J 
n ④ やはり健康でありたい。

J 
} 市内には、強や姪がたくさんいて、何かと心 J
J 配してくれるので助かります。民生委員さんも J
{ いい人で、人聞の親切が身にしみます。.

}⑤ 特別ありません。 J

L===================~ 
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上塩尻)(大正12年生まれ春次さん太田

① 仕事先で、昨年12月から新製品が入り技術的にも高度なものが必要

になってきており、私も60歳という年齢の区切りでもあるので、-l11_当

している調箆検査について後継者の育成に力を入れた¥，、 と思います。

② 仕事関係はまあまあで したが、身内に不幸があったのであまりいい

年とはいえませんでした。今年は、いい年であって欲しい。

③ 道路の務備が進んで交通の便もだしリ、良くなっているが、朝夕の卓

の渋滞ヵ、問題です。

④ 最近は、血なまくさい事件が多くなってきたと思います。特に、年

少者の犯罪が多いのには心が痛みます。 日本人は平和に1ftれ過ぎて、

心のたるみがあるのではないでしょうか。

⑤ 弱電気関係の仕事を しているのでマイコ ンをやってみたし、。また、

ラジコンもやってみたい。老後の楽しみに音特もいいと思います。

押
金
な
お
み
さ
ん

和
狗
年
生
ま
れ
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{① このごろ健康に自信を失いかけていることに { 
1 気が付きました。平凡に生きられる喜びを願う 1 
3 ためにも、まず健康でなければと思い、今年こ も
》 そ体力づくりにがんばろうと考えています。 t

』② 収穫を目前にして果樹、水稲、薬用人参など J 
J 多くの作物が台風、ひょうなどの被害にあい、 J 
J 泣かされました。天災の恐しさを、いやという J 
J ほど思い知らされた年でした。 J
J③ ほとんどの道路は舗装され、まちの中を流れ J 
J る川はふたがされ、すてきなまちという感じで J 
J すが、その昔の古びた木塀や土塀のある石ころ t 
q の道を懐かしく思います。~
t④ 青少年の非行問題が年々増加し、低年齢化し i 
t ていることを本当に悲しく思います。子供の非を t 
1 責める前に、私たち大人も深〈反省し、問題から 1 
3 目をそむけずに対処する必要があると思います。 も
}⑤ コーラスグループに入って コーラスを楽しん } 
p でいますが、時間的・精神的にゆとりが持てる p 

t ときがきたら、作詩作曲をして口ずさみたいと t 
J 心ひそかに思っています。 J

ム===================~
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J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 
J 

①附で始めた会社も創立以来、今年で 7年目{

を迎えます。より充実した仕事をし、売り上げ 1
を伸ばしたいと思います。 D

1 ①不景気の風をまともに受け、売 り上げが落ち 3
込み大変苦労しました。また、消防の分団長と』

いう大役を引き受けましたが、消防を通して市 J
内各地区の皆さんと知り合いになれたことは、 J 
訟の人生に大きなプラスとなり ました。 J
@ 1星日差な気候で、大変暮らしよい所だと思います。 J
ただ、市街地の密集化に伴う交通渋滞は経済面 J
なと・いろいろな面においてマイナスになると思い J
ます。早急に渋滞解消策を見い出してもらいたい {

と思います。また、旧川西村地区の地域開発の遅 t
れなど、新市長の御活躍に期待する次第です。 ~

@高齢化社会といわれている現在、個人生活に《

おいても社会的においても、中堅としてできる も

だけの努力をしなければと思っています。 D
⑤自分で始めた会社ですので、企業として地域 3
の皆さんに認めていただけるような会社にして J
みたいと思っています。 J

========~~~~~~~~~ 

南
波

清
吾
さ
ん

ていき たいと ! 
くりに、今年 1
カしていきた )

年、 2年は無(

日悼は障害 j
、子供たちも 11I 
私自身もっと J 
られました。 1
いますが、上 J
勤めていて思 J
者)が差別さ!

いけるような j

がします。昔 (

しま ったよう 1 
やる心を大切 j

てみたいと思 J
。) I 
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シ
シ
年
の



① 1日1日、中身のあるものにしていきたいと

思います。そして、 1年の締め くくり に、今年

はいい年だったといえるよ うに努力していきた

いと思います。

② 保母として勤め始めて 3年目 、1年、2年は無
我夢中で過ごしてきた毎日でしたが、昨年は障害

児保育のむずかしさを痛感した反面、子供たちも

あんなにがんばっているのだから、私自身もっ と

がんばらねばと子供たちから教えられました。

③ 自然に恵まれたいいまちだと思いますが、 上

回いずみ園(障害幼児通園施設)に勤めていて思

うことは、弱者(特に、身心障害児者)ヵ、差別き

れることなく 、安心して暮 らしていけるよう な

まちになるといいと思います。

④ 世の中すべてが、はだ寒い感 じがし ます。 昔

みたいにい気くばり 、がなくなって しまったよう

に思います。私自身も、人を思いやる心を大切

にしたいと思っています。

⑤ テニスとスキーにチャレ ンジ してみたいと思

います。(テニスは始めたばかり です。)

イ
ノ
シ
シ
年
の

押
金
な
お
み
さ
ん
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狗
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明
治
三
十
二
年
(
一
八
九
九
)

O
普
通
選
挙
期
成
同
盟
会
結
成

明
治
四
十
四
年
(
一
九
一
一
)

O
上
回
蚕
糸
専
門
学
校
開
校
(
現
信
州

大
学
繊
維
学
部
)

O
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ア
ム

ン
ゼ
ン
は
じ
め

て
南
極
に
到
達

大
正
十
二
年

(
一
九
二
三
)

O

日
本
農
民
美
術
研
究
所
が
大
屋
に
開

設
O
市
の
上
水
道
完
成

。
関
東
大
震
災
起
き
る

昭
和
十
年

(
一
九
三
五
)

O
省
営
パ
ス

(現
国
鉄
パ
ス
)
上
回
1

中
之
条
間

(吾
妻
線
)
営
業
開
始

O
第
一
回
芥
川
賞
に
石
川
達
三
、
直
木

賞
に
川
口
松
太
郎
受
賞

O
中
共
、
左
翼
偏
向
を
批
判
し
毛
沢
東

路
線
を
確
立

昭
和
二
十
二
年

(
一
九
四
七
)

O
六
・
三
・
三
・
四
制
の
新
学
制
実
施

に
よ
り
、
市
内
に
六
小
学
校
、
三
中

学
校
が
発
足

。
日
本
国
憲
法
施
行

O

古
橋
広
之
進
、
四
百
幻
自
由
形
で
世

界
新
記
録

。
キ
ャ
サ
リ
ン
台
風
、
利
根
川
決
壊
で

大
水
害

昭
和
三
十
四
年

ご

九
五
九
)

O
上
回
青
年
会
議
所
発
足

O
市
の
、
し
尿
処
理
場
完
成

O

南
・
中
央
小
学
校
を
統
合
し
清
明
小

学
校
発
足
、
泉
田
・
川
辺
中
学
校
を

統
合
し
て
第
四
中
学
校
発
足
、
塩
尻

中
学
校
を
第
二
中
学
校
に
統
合

O
皇
太
子
御
成
婚

O

ソ
連
、
惑
星
間
字
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(
ル
ナ

l
三
号
)
打
ち
上
げ
成
功

昭
和
四
十
六
年

(
一
九
七

二

O
上
回
医
師
会
高
等
看
護
学
院
開
設

O
市
初
の
解
放
会
館
(
隣
保
館
)
塩
田

に
完
成

。
市
民
の
森
に
か
わ
し
ば
山
荘
。
完
成

。
松
尾
町
原
町
間
拡
張
工
事
完
成

O
沖
縄
返
還
協
定
調
印

O
円
の
変
動
為
替
相
場
制

へ
移
行

(一

ド
ル

1
三
百
六
十
円
終
了
)

O
国
連
総
会
、
中
国
代
表
権
問
題
で
逆

重
要
事
項
指
定
案
否
決
、
中
国
招
請

国
府
追
放
案
可
決
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報告書案公表される

rゐ
Z

言
、
.ら・r-v

-

F

4

・u
a
F

M
R
 j

 e
、

B・2

環
境
影
響
評
価
と
は

新
幹
線
の
也
設
に
伴
う
工
事
の
実
地

及
び
列
車
の
運
行
な
と
に
よ
り
、
自
然

環
境
止
ぴ
生
活
環
境
な
ど
に
及
ぼ
す
彩

抑
制
h

の
予
測
・
評
価
を
行
う
こ
と
を
、
環

境
彬
響
評
価

(
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
)

と
い
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、
新
幹
線

の
控
誌
に
よ
っ
て
環
境
が
破
竣
さ
れ
な

い
よ
う
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
配
慮
さ
れ
事
業

は
実
地
き
れ
ま
す

〆
k駅
前

I

h

川(』
wyam 

北
陸
新
幹
線
の
建
設
に
つ
い
て
、
日

本
鉄
道
建
設
公
団
で
は
、
昭
和
四
十
八

年
十
一
月
に
笠
備
計
画
が
決
定
さ
れ
て

以
来
、
約
九
年
間
に
わ
た
り
計
画
調
査

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
先
の

十
二
月
六
日
、
沿
線
地
域
の
自
然
・
生

活
環
抽
切
な
ど
に
止
ぽ
す
杉
w

智
子
町
川
を
し

駅
は
県
内
に
お
い
て
は
、
佐
井
沢
、

佐
久
、
上
回
、
長
野
、
飯
山
に
設
置
さ

れ
ま
す
。
こ
の
っ
ち
、
軽
井
沢
、
上
回
、

建
設
計
画及
び
輸
送
計
画

鉄
建
公
団
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た

駅

ル
l
卜
の
概
要

北
陸
新
幹
線
は
、
東
京
か
ら
高
崎
、

長
野
、
富
山
、
金
沢
、
悩
井
を
杭
て
大

阪
に
至
る
延
長
約
六
百
九
十
キ
ロ

い川

に

及
ぶ
新
幹
線
で
す
。

こ
の
う
ち
、
京
京

高
崎
聞
は
、
上
越
新
幹
線
と
の
共
用

に
な
り
ま
す
。

今
回
発
表
さ
れ
た
ル
ー
ト
は
、
高
崎

!
小
松
間
約
三
百
七
十
キ
ロ

灯
で
、
長

野
県
内
通
過
延
長
は
約
百
十
六
キ
ロ

日

で
す
。
市
内
の
通
過
延
長
は
七
・
九
キ

ロ
U
で
、
こ
の
う
ち

一
・
一
キ
ロ
い
山
(
約

一
四
%
)
が
ト
ン
ネ
ル
と
な
っ
て
い
ま

す
。市

内
ル

l
卜
は
、
丸
子
町
か
ら
ト

ン

ネ
ル
で
千
曲
川
左
岸
の
上
田
炭
水
頭
首

工
下
流
に
至
リ
、
千
曲
川
を
斜
め
に
下

堀
地
区
に
渡
り
小
牧
惜
の
下
を
通

っ
た

後
、
高
架
で
信
越
線
と
交
差
し
、
信
雄

線
の
北
側
を
並
行
し
て
進
み
ま
す
。
上

田
駅
北
側
に
高
架
で
新
幹
線
ヒ
山
駅
を

併
設
し
、
そ
の
後
も
高
知
で
伝
結
綿
と

並
行
し
て
西
に
進
み
ま
す
。
県
道
上
回

塩
回
線
(
古
舟
道
路
)
の
下
を
通
り
卸

団
地
南
側
の
市
道
秋
和
上
堀
川
柑
沿
い
に

進
み
、
真
田
自
動
車
学
校
の
東
北
端
を

通

っ
て
高
架
で
国
道

一
八
号
線
と
上
回

バ
イ
パ
ス
と
立
体
交
差
し
ま
す
さ
ら

に
塩
尻
小
学
校
の
東
側
を
通
り
、

l
."池

田九
μ川
広
川
Z
K
I
「
ン
平
ル
ド
k
:
へ
H

，i
R臥
灯
・
十

n
m叫

約
行
九
十
じ
キ
ロ
ペ

③
停
車
場
・
卜
三
か
所
(
ぃ
川
附
wm
を

含
む
)
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N
h必ー

I
T
-
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駅
は
県
内
に
お
い
て
は
、
軽
井
沢
、

佐
久
、
上
回
、
長
野
、
飯
山
に
設
置
さ

れ
ま
す
。
こ
の
っ
ち
、
終
井
沢
、
上
回
、

長
野
、
飯
山
の
各
駅
は
ほ
ぼ
現
駅
に
併

設
さ
れ
ま
す
が
、
佐
久
駅
は
佐
久
市
長

土
呂
(
小
海
線
と
の
交
差
付
近
)
に
設

置
さ
れ
ま
す
。

建
設
計
画及
び
輸
送
計
画

ー
、
工
事
内
谷
(
高
崎
|
小
松
間
)

①
総
延
長
:
・
約
三
百
七
十
二
キ

ロ

μ

(
う
ち
ト
ン
ネ
ル
約
百
七
十
五
キ

ロ

い
川
)

②
橋
り
ょ
う
、
高
架
、
盛
土
な
ど
:

N
h』
!
↓
|
|
|

真田町

町
f

¥
、

す

+
A

，，
』

ノ

-

b

E

A

-

-
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相尾f丸子町
ヘ J ノ{ノ
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大明神岳 ¥._.，.--___..ゲ mcL F 

約
百
九
十
七
キ
ロ

リ

③
停
車
場
:
・
卜
三
か
所

(尚
崎
駅
を

含
む
)

④
車
両
基
地
・
こ
か
所

⑤
保
守
基
地
・・・
七
か
所

2
、
総
工
事
資
(
高
崎
|
小
松
削
)

①
概
算
:

一
兆
四
千
二
百
億
円
(
昭

和
五
十
七
年
度
価
格
、
車
両
費
を

除
く
)

②
工
期
・
・
・
約
六
年

3
、
列
車
本
数

開
業
時
期
に
決
ま
り
、
ま
た
地
域

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、

一
時
間

に
最
大
五

1
六
本
(
上
下
計
)
打
皮

と
考
、
手
り
れ
ま
す
。

4
、
速
度
路
線
の
選
定
及
び
構
造
物
設
計
に

つ
い
て
は
、
設
計
最
高
速
度
を
時
速

二
百
六
十
キ
ロ

μ
と
し
て
い
る
が
、

環
岐
彬
響
評
価
報
告
書
案
で
は
、
列

車
速
度
を
時
速
二
百
十
キ
ロ

γ
と
し

て
い
ま
す
。

5
、
列
車
道
行
時
間
帯

回
送
列
車
を
含
め
、
大
体
、
午
前

六
時
か
ら
夜
中
の
十
二
時
ま
で

6
、
所
要
時
間

主
な
区
閉
め
所
要
時
間
は
、
日
取
高

速
度
時
速
二
百
十
キ
ロ

γ
の
場
合
、

次
の
程
度
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

マ
高
崎
|
長
野
間
:
・
約
瓦
卜
分

マ
高
崎

l
山
山
間
・
:
約
二
時
間

マ
高
崎

金

沢

間

:

約

二
時
間
二
十

分

次
号
に
続
く
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今
回
は、

富
士
山
自
治
会
連
合
会
か

ら
、
今
や
地
区
の
年
中
行
事
と
な

っ
て

い
ま
す
鯉
の
取
り
上
げ
作
業
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。。

。

塩
田
平
に
は
、
水
田
か
ん
が

い
用
の

た
め
池
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
ら
の

池
を
利
用
し
て
二
十
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
、

養
鰻
ギ
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
富
士
山
地
区
で
も
、
財
産
管
理
組

ムロ
M
M
市
町
、
h
U
》
ら
れ

He
っ
イ
ー
、
，
，
J

つ
円
抽
出
φ
ー、組匙

b』

してなくて

ヵースス トー

と火災の大

器具は安

官.，;.-，持腕

p・" 巴‘ n
品d年-.場開町適砂ー

地区の皆さんの年中行事、鯉の取り上げ作業

養
殖
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
水
沢
池
に

稚
魚
を
入
れ
飼
育
し
た
も
の
を
翌
年
四

月
に
水
上
げ
し
、
陸
鯉
と
し
て
砂
原
池

と
北
の
入
池
に
そ
れ
ぞ
れ
放
養
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
約
半
年
問
、
さ
な
ぎ
や
ペ
レ

y

ト

(
配
合
飼
料
)
な
ど
を
与
え
て
飼

育
し
ま
す
。

こ
の
間
、
天
候
に
よ
っ
て

般
欠
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
の
で
、
水

の
入
れ
替
え
や
水
車
を
回
し
て
酸
素
の

補
給
を
し
た
り
、
水
温
に
よ
り
飼
料
の

覗

mw即
b
L量
制
削
動
削

E
m
b」
+
1
?
9
ゎ
u
y
¥
レ
レ
申

急速に広が

し、といった

してから行

は、大変危

の恐れがあ

う
ぶ
ん
な
管
理
が
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
飼
育
し
た
鯉
の
取

り
上
げ
は
、
毎
年
十
一
月
を
中
心
に
行

わ
れ
ま
す
。
地
区
内
か
ら
毎
日
五
十
人

お

ん

会

ぐ
ら
い
が
出
動

し

朝

ま

ず

御
神
酒

を

次

の

皆

機

か

ら

温

か

い

御
寄
付
を
い

い
た
だ
い
て
か
ら
作
業
が
始
ま
り
ま

す

。

た

だ

き

ま

し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ボ
ー
ト
に
積
み
上
げ
た
魚
網
(
約
二
百
ま
す
。

い
川
)
を
、
浅
瀬
の
方
か
ら
だ
ん
だ
ん
に

マ
故
青
木
彦
治
梯
御
遺
族
様
(
中
央
五
)

拡
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
百
万
円
社
会
福
祉
法
金
の
村
立
金
と

い
よ
い
よ
綱
引
き
で
す
。
「
ヨ

イ

シ

ョ

、

し

て

ヨ
イ
シ
ョ
」
一
本
の
ロ
ー
プ
に
み
ん
な

マ
政
森
敏
男
樟

(
大
宮
市
)
山
本
鼎

の
心
と
カ
が
一
つ
に
集
ま
っ
て
は
じ
め
作
油
彩
二
点

山
本
鼎
記
念
館
へ

て
網
が
動
き
出
し
ま
す
。

こ

の

と

き

、

マ

株
式
会
社
ツ
ル
ヤ
上
回
東
庖
樟

四

地
区
特
有
の
一
致
団
結
の
精
神
が
表
れ
万
一
千
八
百
四
十
一
円
社
会
福
祉
基

ま

す

。

金

の

和

立

金

と

し

て

二
時
間
近
く
か
け
て
引
き
寄
せ
ら
れ

マ
上
回
日
本
無
線
労
働
組
合
青
年
婦
人

鯉
は
、
か
ご
で
す
く
わ
れ
ピ
チ
ピ
チ
と

部
棟

三
万
七
千
五
百
四
十
四
円
社

は
ね
な
が
ら
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
ら
れ
て
会
福
祉
基
金
の
和
立
金
と
し
て

畜
養
セ
ン
タ
ー
へ
運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。

マ
合
資
会
社
堀
内
染
工
場
樟

信
濃
の

タ
や
み
迫
る
こ
ろ
よ
う
や
く
作
業
が
終
国
の
れ
ん
百
五
十
枚
老
人
家
庭
の
皆

わ
り
、
取
り
た
て
の
鯉
の
料
理
(
鯉
こ
さ
ん
‘へ

く
、
あ
ら
い
)
を
食
べ
な
が
ら
和
や
か

マ
鍋
林
株
式
会
社
上
回
支
庖
樟

四
万

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
す
。
今

や

年

四

千

八

百

九

十

七

円

交

通

災

害

遺

児

中
行
事
と
な
り
ま
し
た
鯉
の
取
り
上
げ
対
策
卒
業
に

作
業
は
、

地
区

の

人

た

ち

の

良

き

触

れ

マ

上
田
小
県
歯
科
医
師
会
棟

歯
プ
ラ

合
い
の
場
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。

シ

五

百
本
第
四
回
健
康
づ
く
り
市
民

ま
た
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
の
つ
ど
い
に

れ
た
当
地
区
に
、
新
た
に
一
大
工
場
回

世
マ
上
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
樟

中
学

地
の
造
成
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

団
校
生
徒
課
外
活
動
用
備
品
市
内
中
学

「
工
業
の
振
興
と
地
域
産
業
と
し
て
の
一
校
へ

養
鯉
や
農
業
が
い
か
に
協
調
で
き
る
か
一
マ
ス
ナ
ッ
ク

「
た
ま
」
フ
ァ
ン
の
会
織

は
、
こ
れ
か
ら
の
重
要
な
課
地
で
す
」
一
五
万
五
千
八
百
四
卜
一
円
社
会
福
祉

と
皆
さ
ん
は
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

M

基
金
の
積
立
金
と
し
て

a
n
v
t
L
B崎
山
山
也
宅
l
A
h
J
弓
，
ザ
J

仙
骨

御
寄
付
お
礼、

~
平
i
古
口
附
則
け

たら取り除

カーテン

って くだき

ましょっ。

が油タンク

l た、灯油の

fごさい。

い。灯油は

毒性のある

ています。

め、ほうき

れた原因が

販売業者

ください。

及びガ

ください。

………V一一)一fぺ一--~...-.....…)……》……dγ …一一……〆ん，

寸 ミ旨 --------一¥ 一 l福 会 畑 災
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ァ;縁日t這錫佐二)1J日入しましょうjfl二言
旦日 日 露藷・Ir 今d

けた場合l;t

で、中部也

五
万
円

宮@l1240



い
ま
す
。

当
日
t
山
地
区
で
も
、
財
産
管
理
組

合
が
中
心
ー
と
な
っ
て
三
つ
の
池
で
鰻
を

の
入
れ
成
田
え
や
水
卓
を
回
し
て
醍
素
の

補
給
を
し
た
り
、
水
温
に
よ
り
飼
料
の

調
節
や
薬
剤
散
布
を
す
る
な
ど
、
じ
ゅ

は
、
こ
れ
か
ら
の
重
要
な
課
題
で
す
」

と
皆
さ
ん
は
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ト暖房器具の取蜘は1
安 全一一一に | 

灯油、都市ガス、プロパンガスは、生活の必需品としてなくて

はならないものです。寒さとともに、石油ストーフ、ガスストー

ブなどの嵯房器具が使用されますが、取り扱い を誤ると火災の大

きな原因となります。そこで、次の点に注意して、暖房器具は安

全に取り扱ってください。

《石油ストーブ〉

①灯油の特性は、引火の危険性が大きく 、火がつ くと急速に広が

ることです。また、一度火がつくと水ては消火できないといった

非常に消しにくい点もあります。

②石油ストーブに灯油を継ぎ足す場合は、必ず火を消してから行

ってください。また、火をつけたまま移動することは、大変危

険です。

③不燃性の台の上に水平に置いて使い、接触して転倒の恐れがあ

る通路などには置かないでください。

④使用中は、そばを離れず、振動や衝撃を与えない。

⑤周囲に引火性のものや、方、スその他の可燃物があうたら取り除

いてください。

⑥ストーブの周囲、上部には洗濯物を干さないで、 障子、カーテン

などからは30cm以上離し、できるだけ室内の中央てイ変ってくださ
い。長時間部屋にいないとき、寝るときは、火を消しましょう。

⑦石油ストーブを自の当たる場所で使用すると、灯油が泊タンク

内で揮発膨張して異常燃焼する恐れがあります。また、灯油の

保管は、日の当たる場所を避けて冷暗所を選んでください。

⑧給油する時、灯油とガソリンを間違えないでください。灯油は

無色ですが、ガソリンは燃焼性質を向上させるために毒性のある

四エチル鉛液を混合し、オレンジ系の色に着色されています。

《ガスストーブ》

①方、スの使用後は、パルプと壁ぎわの元栓を完全に閉める。

②ガスの燃焼器具の取り付け配管は、販売業者または資格者に依

頼して、素人は絶対にしないでください。

③ホースや金属管の継ぎ目は、ときどきガス漏れがないか調べま

しょう。

④室内でゴム管を使用する場合は、固め届く場所に限ることとし、

耐圧性能のあるものを用い、接続部は必ずホースパンドで締め

てください。ビニール管は、絶対に使用しないこ と。

⑤ガスが漏れているときは、すぐに元栓のバルブを閉め、ほうき

で掃き出すような方法でガスを外へ追い出します。漏れた原因が

わからない場合、または不備、欠陥が生じた際には、販売業者f
(プロパンガス)か、ヵース会社(都市ガス)に連絡してください。

⑥ヒューズコック、強化ガスホース、安全装置付カヌ器具、及びか

ス漏れ警報器は、ガス取扱庖にありますので、御相談ください。

だえつー (9)一一一昭和5昨日 1日 広報

昭和22年 4月に、第 1回統一地方選挙が

行われて以来、本年は第10回目の統一地方

選挙を迎えようとしています。

当市では、県議会議員、市議会議員のそ

れぞれ一般選挙が4月中に行われる予定で

す。この選挙は、直接私たちの生活に係わ

る身近で大切な選挙であることは、今さら

申すまでもありません。 しかし、身近な選

挙であるだけに、つい選挙運動に熱が入り

すぎ、文書違反、事前運動などとルールを

犯しがちです。立候補予定者はもとより、

有権者すべてが、違反のない、明るく、正

しい選挙を実現するため、年頭の誓いとし

ましょう。

今年は、任期満了に伴う次の選挙が予定

されています。

@上田市下室賀財産区議会議員一般選挙

3月下旬の予定

@長野県議会識員一般選挙

4月上旬の予定

@上田市議会議員一般選挙

4月下旬の予定

@参議院議員通常選挙

6月中旬-7月上旬の予定

@上田市桝網土地改良区総代総選挙

7月中旬の予定

@上田市・坂城町欠口土地改良区
総代総選挙

今年行われる

予定の選挙

8月上旬の予定

(( 

電線近くでの必紛はやめよう

タコを電線にひっかけた場合Il

電柱や鉄塔に登らないで、中部電

力に連絡してください。

中部電力上回営業所信⑫1240

SIIl(ホj，jCk可制



だ 昭和58年 1月1日一一一ー (10)一

お知らせ成
人
式
の

え

御

内

案

つ広報

青
少
年
対
策
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

6
8
0

市
で
は
H

は
た
ち
H

に
な
ら
れ
る
皆

さ
ん
を
お
祝
い
し
て
、

一
月
卜
五
日
川

成
人
の
日
に
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

今
年
、
成
人
さ
れ
る
約
千
丘
百
名
の

皆
さ
ん
は
、

附
和
三
卜
七
年
四
月
二
日

か
ら
三
卜
八
年
川
け

一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
皆
さ
ん
で
す
。

ト
二
川

一
臼
現
ト
牝
で
、
住
民
登
録
さ

れ
て
い
る
新
成
人
該
当
者
に
案
内
状
を

発
送
し
て
あ
り
ま
す
が
、
万

一
、
案
内

状
いか
印
刷
か
な
い
人
で
も
式
に
参
加
で
き

ま
す
。

と

き

・

，
月
十
五
日

ω午
後
-
時
三

長
寿
を
保
つ
健
康
教
室

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
民
会
館

内

容

・
:
第
一
部
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

第
二
部
・
祝
口
式
典

お
願
い

:
・
当
日
は
混
雑
が
予
怨
さ
れ
ま

す
の
で
、
自
家
用
卓
で
の
出
席
は
御

遠
慮
く
だ
さ
い
。

三
種
混
合

予

防

接

種

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

百
日
ぜ
き
、
ジ

フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

予
防
の
た
め
、
次
の
と
お
り
三
種
混
合

予
防
接
極
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉

一
期・

①
昭
和
五
卜
五
年
七
月
一
日
か

ら
同
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
生

ι
Z
H
H
H
れ
九

4

J

位
w
t
、J
ん

守

'
b
d
m
h
引
加
開

γ
且
l

1
T
且

家
庭
婦
人
の
皆
さ
ん

年
六
月
三
十
日
以
前
に
生
ま
れ
た
子

供
さ
ん
で
未
接
種
の
人

(
四
歳
未
満

の
子
供
さ
ん

)

二
期
・
昭
和
五
十
四
年
一
月
一
日
か
ら

六
月
三
十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
供

き
ん
で

一
期
が
済
ん
で
い
る
人
②

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
三
十

一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
子
供
さ
ん
で
二
期
の

済
ん
で
い
な
い
人

(
た
だ
し
、
五
歳

六
か
月
未
満
の
子
供
さ
ん
)

〈
接
種
内
容
〉

一
期
・
:
三
か
ら
八
週
間
の
間
隔
で
三
回

接
種

二
期
:・

一
期
終
了
後
、
十
二
か
月
か
ら

十
八
か
月
以
内
に

一
回
接
腫

〈
受
付
時
間
〉

各
会
場
と
も
午
後

一
時
三
十
分
か
ら

二
時
三
十
分
ま
で

〈
会
場
〉

下
表
の
と
お
り

〈
そ
の
他
〉

①
予
備
日
は
四
月
十
五
日
と
十
九
日
、

保
健
セ

ン
タ
ー

(市
役
所
南
庁
舎
二

階
)
で
行
い
ま
す
。

マ
四
月
十
五
日
附・
:
城
下
、

川
辺、

泉
回
、
梅
田
、
川
西
地
区

マ
四
月
十
九
日
同
・
:
東
部
、
南
部
、

中
央
、
西
部
、
北
部
、
庖
尻
、
神

科、

豊
殿
、
神
川
地
区

②
百
日
ぜ
き
に
か
か

っ
た
り
、
四
歳
を

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
り
、

一
則
を
二
回

受
け
な
い
う
ち
に
四
必
に
な

っ
て
し

ま
う
場
合
は
、
二
極
混
合
を
受
け
て

ll
k
t
t
‘
い

-
E埋
羽化
ムロ
町

室
E
四
時
時
抑
制
同
ゆ

定

員・
:
各
会
場
と
も
四
十
名

申
込
締
切
日
・:一

月
卜
四
日
倒

申
込
先
・
・
・
保
健
予
防
課
保
健
相
談
室
、

昭
和
五
十
八
年
七
月
・
八
月
で
す
。

③
本
年
度
か
ら
ジ
フ
テ
リ
ア
三
期

(
小

学
校
六
年
生
の
と
き
学
校
で
接
種
し

ま
す
)
を
受
け
る
に
は
、

三
種
混
合

ま
た
は
二
種
混
合
の
一
期
及
び
二
期

が
終
了
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す

の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

④
予
防
接
種
を
受
け
る
際
は
、
体
温
を

計
り
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
破
傷
風
の
予
防
接
純
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
受
け
る
と
き
は

予
防
接
種
法
の
規
定
に
よ
り
保
護
者

昭和57年度(後期)三種混合予防接種目程表

1>. 
E 区J也象士τI

日

3回目

地

2回目1回目

実
名場

神科J也区 .~.:1殿地区

I孟尻地区

中央地区 ・西部地区

川西地区
3
月

n日

ω

2
月
幻
日

ω

1
月
お
日

ω

IIj商社会福祉センター

上田市保健センタ-
l市役所1有庁合21;軒)

セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、
次
の
と
お
り
毛
糸

機
械
編
の
技
術
講
沼
会
を
聞
き
ま
す
。

受
講
を
希
望
き
れ
る
人
は
、
お
申
し
込

の
申
し
出
が
必
要
で
す
。
問
診
出
に

は
、
必
ず
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い

⑤
三
桂
川
出
合
を
受
け
て
か
ら
二
週
間
た

た
な
い
と
他
の
予
防
接
種
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

⑥
今
回
の

三
種
混
合
を
受
け
な
か

っ
た

方
に
は
、
次
回
以
降
は
通
知
が
行
き

ま
せ
ん

の
で
、
次
回

(
昭
和
五
十
八

年
八
月
か
ら
十
月
)
は

「
広
報
う
え

だ
」
を
見
て
お
受
け
く
だ
さ
い
。

⑦
接
種
目
と
翌
日
は
、
入
浴
を
控
え
て

く
だ
さ
い
。

泉田I也区のうち
福田・ 吉田

城下地区

川辺地区

3
月

幻

日

附

2
月

幻

日

附

1
月

初

日

附

自官

館

b.. 
Z三

A 

"" 

町

町ミ好

辺111 

泉田地区のう ち半過

東部地区 ・常入束

南部地区 ・北部地区

1月
28日
(付 I亙悶全区

神川地区
日
月
お
附

qa 
2月
25日
(斜

上岡市保健センター

nii宮内『尚一'i'1?2c背)

軸111地区公 民館

塩H付f健康センター|

象
と
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
働
き
な
が

ら
職
業
訓
練
を
受
け
ま
す
。
相
政
刊

は
、
家
庭
婦
人
を
歓
迎
し
ま
す
。
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き
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長
寿
を
保
つ
健
康
教
室

に
御
参
加
を

社
会
察
官
⑫

4
1
0
0
内
線

3
7
8

市
で
は
「
長
寿
を
保
つ
健
康
教
室
」

を
昨
年
十
月
か
ら
今
月
ま
で
市
内
十
か

所
で
闘
い
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
は
中

高
年
齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
健
康
で

充
実
し
た
旬
日
が
送
れ
る
よ
う
に
と
聞

い
て
い
る
も
の
で
、
一
月
は
次
の
と
お

り
で
す
。

対
象
地
区
の
家
庭
の
主
婦
、

中
高
年

齢
者
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
な
ど
大

勢
御
参
加
く
だ
さ
い
。

内

容

:
①
映
画
「
い
つ
ま
で
も
若
く
」

②
「
成
人
病
予
防
と
健
康
地
進
に
つ
い

て」

鹿
教
湯
病
院
長

・
藤

田

勉

先
生

③
保
健
婦
の
講
話

T三えつー (11)一一一一 昭和58年 1月1日 広報

長寿を保つ健康教室日程表

と き ところ 対象地区

1月18日(刈 t.:&回公民館
中土j[回・

西塩田地区

1月25日(刈 川西公民館 川 西 地 区

月日/会場 午後 1:30-2 :40 2 : 50-4 : 10 

1月21日幽 01調講式 0レクリエーション
1 
川西公民館 0健康増進について 0食事診断

回
(医師)

自
1月28日幽

市保健センター

1月24日(1/) 0栄養の基礎知識 0調理実智
2 
川西公民館 (栄養士)

回
-1日に必要主食品を

目 1月31日(J/) とり入れた献立からー

市保健センター

2月4日制 0運動と健康 0調理!実溜
3 
川西公民館 (体育指導員) 成人病予防の食事

回
美しく健康的に ot孟分iWI定

目
2月7日(J/)

市保健セ ンター やせるために

2月10日(木) 0よい悩を保つために 0効果的1な麹
4 
川西公民館 (歯科医師) のみがき方

回 (歯科衛生士)

目 2月14日(!/) 0閉議式

市保健セ ンター 0反省会

家
庭
婦
人
の
皆
さ
ん

健
康
教
室
に

御
参
加
を

保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
3

有
②
0
7
2
2

市
で
は
、
家
庭
婦
人
に
心
身
と
も
に

健
康
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

家
庭
婦
人
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
健

康
教
室
を
次
の
と
お
り
聞
き
ま
す
。

日
程
・
内
容
:
左
表
の
と
お
り

時間は、いずれも午後 1時30分 -4時

日程表健康教室

定

員

・
各
会
場
と
も
四
十
名

申
込
締
切
日
:

一
月
十
四
日
樹

申
込
先
・
・
・
保
健
予
防
課
保
健
相
談
室
、

川
西
地
区
の
皆
さ
ん
は
川
西
支
所
(
宮

@
2
0
0
2
・
嗣
⑧
2
0
1
0
)

へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

議幹線務喜三

毛
糸
機
械
編

技
術
講
習
会
の

受
講
者
を
募
集

働
く
婦
人
の
家

宮
(⑫

2
9
8
8

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
県
内
職
援
助

セ
ン
タ
ー
と
共
催
で
、
次
の
と
お
り
毛
糸

機
械
編
の
技
術
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

受
講
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
け
つ
こ
う
で

す
。

対
象
者
:
・
市
内
に
お
住
ま
い
の
婦
人
で

初
心
者
に
限
り
ま
す
。
(
機
械
は
用
意

し
て
あ
り
ま
す
)

定

員

・:
十
五
名
(
応
募
者
多
数
の
場

A
口は
抽
選
と
な
り
ま
す
)

講
習
期
間
:
・二
月
一

日

ωか
ら
三
月
三

日
闘
の
う
ち
、
水
(
休
館
)

・
土
・日

を
除
く
十
八
日
間

講
習
時
間
・
・
・
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時

募
集
受
付
日
:
・
一
月
十
日
間
か
ら
十
三

日
附
(
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
)

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生
を
募
集

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
昭
和

五
十
八
年
度
訓
練
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

職
種
・
:
機
械
科
(
二
年
)
、
板
金
科
(
三

年
)
、
電
気
機
器
科
(二
年
)
、
建
築
科

(
三
年
)
、
左
官
科
(
三
年
)
、
配
管
科

(二
年
)
、
建
築
製
図
科
(
二
年
)
、
和

裁
科
(
二
年
)

(
)
内
は
修
業
年
限
。
建
築
製
図
科

は
、
二
級
建
築
士
を
目
指
す
人
を
対

象
と
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
働
き
な
が

ら
職
業
訓
練
を
受
け
ま
す
。
和
裁
科

は
、
家
庭
婦
人
を
歓
迎
し
ま
す

給
与
所
得
者
の

税
金
還
付
は

年
末
調
整
の
再
計
算
で

上
国
税
務
署

宮
⑫
1
2
3
4

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税

は
、
そ
の
年
の
最
後
に
支
給
を
受
け
る

給
料
や
ボ
ー
ナ
ス
の
源
泉
徴
収
税
額
を

計
算
す
る
際
、
一
年
間
の
税
額
が
年
末

調
箆
に
よ
っ
て
精
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
年
末
調
笠
が
済
ん
で
か

ら
、
保
険
料
控
除
申
詰
書
の
提
出
漏
れ

に
気
づ
い
た
り
、
そ
の
年
に
支
払

っ
た

保
険
料
が
増
加
し
た
方
や
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
聞
に
結
婚
し
た
り
、
子
供

が
生
ま
れ
た
り
し
た
方
は
、
年
末
調
盤

の
や
り
直
し
を
勤
務
先
で
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め

の
確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す
る

こ
と
な
く
、
還
付
が
受
け
ら
れ
る
便
利

な
制
度
で
す
。

な
お
、
年
末
調
的
訟
の
や
り
直
し
の
期

限
は
一
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。

く
わ
し
く
は
税
務
署
、
税
務
相
誠
毛

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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1月の法律相談日
市では、毎月第 2・4金U1il自の午後 1時30分

から 3時30分まで法律相談を聞いています。

御希望の方は、市民相談室(ft⑫4100内線301・

303)に電話予約をお願し、します。秘密は固く

守り、相談は無料ですので、お気軽に御相談

ください。

1月の相談日は、次のとお りです。

と 8・・・ 1月14日閥、 27日(村

(第 4金曜日の28日は、都合により

27日に変更します)

とニろ-一市役所3階、第二応接室

担当弁護士…山崎博太先生(14日)、

岩下智和先生(27日)上
川
原
柳
町

下

組

(十
一
月
三
十
日
現
在
)

松
峰
明
久
さ
ん

松
崎
英
子
さ
ん

張
回
き
よ
さ
ん

(
中
央
西
一
丁
目
)
上
紺
屋
町

上

原

芳

人

さ

ん

下

郷

山

辺

吉

郎

さ

ん

下

堀

高
橋
い
の
さ
ん

(
緑
が
丘
三
丁
目
)緑
が
丘
西

六
川

恵

仁

さ

ん

長

島

足
立
り
う
さ
ん

(中
央
北
三
丁
目

)

新

田

小
池
ぎ
ん
さ
ん

倉

升

市

川

ミ

エ

さ

ん

金

井

小
島
幸
夫
さ
ん

(天
神
四
丁
目
)
南
天
神
町

竹
内
ト
リ
さ
ん

(
材
木
町
二
丁
目
)
染

柑
胤
哨
起
巨
採
油
個
々
C
Jん
炉

穴

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

平
川
光
雄
さ
ん

(中
央
西

一
丁
目
)
北
大
手

宮

崎

俊

一

さ

ん

諏

訪

形

西

沢

義

信

さ

ん

上

室

口

同

友

脱

さ

ん

(巾
!央
六
丁
目
)

浜
付
敏
次
さ
ん

九六七
一九九

16日

(
中
央
三
丁
目
)

佐
藤
一
郎
さ
ん

波
田
野
宗
利
さ
ん

中
島
利
夫
さ
ん

竹
村
ち
う
さ
ん

(
常
田
二
丁
目
)

滝
沢
滝
重
さ
ん

東

ふ

く

さ

ん

(天
神
四
丁
目
)
北
天
神
町

中

曽

根

久

義

さ

ん

神

畑

金

子

運

平

さ

ん

赤

坂

渡

辺

幸

江

さ

ん

林

之

郷

神

林

留

男

さ

ん

下

郷

松

下

は

る

い

さ

ん

諏

訪

形

宮

下

保

雄

き

ん

院

内

青
井
二
三
男
さ
ん
上
川
原
柳
町

黒
沢
道
子
さ
ん

中

組

西

沢

要

き

ん

1月の人権相談日
毎月第 1木曜日の午後 1時から 4時まで人

権相談を聞いています。秘密は固く守り、相

談は無料ですので、お気軽に御相談ください。

1月の相談日は、次のとおりです。

とき一.1月6日(木i

とニろ…市役所市民相談室(西庁舎2階)

担当委員一・清水幹崇さん

五
六
五
八

八七八
九 O 四

七
七
七
二

八
三
七
五
七
二

ノ、

袋

町

岩
清
水

笹

井

し

k

n

U

4
v
v

エ
↑

上
常
田

上

手

登記等無料相談所を開設

市では、昨年12月から毎河第 2木曜日に「登

記等無料相談所」を聞いています。

不動産の売買、贈与、相続、賃貸借、仮登記、

抵当、会社法人の登記手続き、土地の分筆、

地目変更の登記などでお悩みのことがありま

したら、お気軽に御相談ください。秘密は固

く守ります。

と き… 1月13日肘午後 1時から 4時まで

とニろ…市役所市民相談室(西庁舎2階)

アドバイザー・一司法書士、土地家屋調査士の

方が、御相談に応じます。

六
六
七
四
六
八
六
五

後
藤
春
代
さ
ん

(緑
が
丘
一
丁
目
)
新
屋

長

谷

川

孝

治

さ

ん

岩

下

小

塩

き

だ

さ

ん

三

好

町

小
平
ミ
ツ
き
ん

(
踏
入
二
丁
目
)
跨
入

井

沢

ハ

ル

エ

さ

ん

越

戸

末
次
八
重
子
さ
ん
上
川
原
柳
町

竹

内

い

ち

子

き

ん

大

屋

永

井

タ

ツ

さ

ん

上

塩

尻

宮

崎

ま

き

み

き

ん

伊

勢

山

中
村
め
ぐ
み
さ
ん

神
科
新
屋

中
沢
好
冨
さ
ん

(中
央
二
丁
目
)
海
野
町

羽
柴
や
す
さ
ん

(
常
磐
城
六
丁
目
)
常
磐
町

丸

山

良

之

助

さ

ん

長

島

野

村

局

次

き

ん

御

所

九七八
六
七
七
八

O
五
七
七
三
六
八
八
一
六一ニ
ムハ一

fdイ士会保険出張相談日九付、

(1月) 2 
女千曲川左岸地区 第 3火曜日 18日正

五
五
七
五
七
三

常
田
ち
え
さ
ん

(
常
田
二
丁
目
)

関

雅

人

さ

ん

香
山
き
ん
さ
ん

藤
極
ミ
ト
ノ
さ
ん

中
沢
健
二
き
ん

(
中
央
二
丁
目
)

中

島

厚

さ

ん

田
中
ひ
き
じ
さ
ん

正

村

滋

さ

ん

(大
手
二
丁
目
)

渡
辺
ア
ヤ
子
さ
ん

藤
極
道
房
さ
ん

堀
内
袈
裟
則
さ
ん

栗

原

保

さ

ん

井

出

一

さ

ん

八八七七六七七
二 O 八七三一五

八

O

会場・・・松尾工業株式会社(川辺町)

第 2火曜日 11日

第 4火曜日‘ 25日
会場・・・上回商工会議所(大手町)

0各会場とも午前9時~午後3時

甲骨子曲川右岸地区中
常
国

下
青
木

岩

門
大

湯

八七八八
五八九五

海
野
町

秋

和

林
之
郷

五
O
八
八
八
三

笹金 分川大
岡辺手

井井 去町町
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